
 
 

 

 

 

 

～第２次実施計画策定に向けて～ 

 

平成 15 年 6 月 9 日（月）  
午後 2 時 30 分～ 
メルパルク名古屋 カトレア（3 階) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 市長あいさつ 

                           

2. 基調講演 「これからの新しい地方行政のあり方について」 

 

 

 

 

 

 

3. 意見交換～第２次実施計画策定に向けて～ 

コーディネーター 

 

 

 

   

 

 

     コメンテーター 

 

 

 

 

 

 

  

   基調講演講師の石原俊彦さんにもコメンテーターとして参加していただきます。 

プログラム 

講師：石原俊彦さん（関西学院大学産業研究所教授） 

 
平成 12 年 4 月より現職。公認会計士、税理士。 

民間企業経営をベースにした行政経営改革研究での第一人者であり、三重県をはじめ福岡市、豊

橋市など数々の自治体で行政経営等の委員・アドバイザーを歴任している。 

平成 13 年度より本市の経営アドバイザー 

岸田眞代さん（特定非営利活動法人パートナーシッ

プ・サポートセンター代表理事） 
 
フリーの新聞記者、学習・作文塾主宰等を経て

平成 10 年に企業と NPO のパートナーシップを

推進するパートナーシップ・サポートセンター

（PSC）を設立。企業・自治体での研修講師、日

本 NPO 学会理事など 

滝川正子さん（平和公園自然観察会代表）

 
愛知県立千種高校教諭。平和公園自然観察会・平

和公園南部愛護会の代表として、里山環境の維持、

復元作業に取り組むほか、市の「東山の森づくり」

にも参画。なごや森づくりパートナーシップ連絡会

代表 

井沢知旦さん 

（㈱都市研究所スペーシア代表取締役） 
 

まちづくりに関するコンサルタント会社「㈱都

市研究所スペーシア」の代表取締役を務める一

方、市民がつくる市民塾「白壁アカデミア」代表

世話人としても活動 
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これまでは、右肩上がりの「成長する社会」でした。 

                              ●人口の推移（全国） 
 

  
  
 
 
 
 
●1 人当たり国内総生産(GDP)の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
                      ●心の豊かさ・物の豊かさ(全国) 
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１ 「成長」から「成熟」へ 

 

人口の増加や経済の高度成長が一段落し、｢物の豊かさ｣だけでなく｢心の豊

かさ」を重視する『成熟社会』を迎えつつあります。 

 

増えつづけた人口は頭打ちとなり、

やがて減少することが予想されま

す。そうした中で、どのような社会

を目指すべきでしょうか。 

ハード（物）からソフト（心）へ、

日本人の意識もずいぶん変わりま

した。 
「心の豊かさ」を感じられる社会に

なっているでしょうか。 

近年成長が鈍化したとはいえ、１人当

たりのＧＤＰは、世界的に見ても高い

水準に到達しています。 
 

資料: 総務省「国勢調査」及び国立社会保障・人口問題研究所｢日本の将来推計人口｣ 

資料:内閣府「国民生活に関する世論調査」

「物の豊かさ」に重きをおきたい

資料：IMF「The World Economic Outlook」 

１ 

「心の豊かさ」に重きをおきたい
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この３０年の間、名古屋市ではいろいろな都市の基盤を整備してきました。 

 

 

 

 

 

 

 ３０年前 

(昭和４７年度末) 
１５年前 

(昭和６２年度末) 

現 在 
(平成 14 年度末)

福祉会館 ９ １６ １６ 

児童館 ５ １７ １８ 

福

祉

施

設 
特別養護老人ホーム ２ ８ ４６ 

図書館 １３ １５ １８ 

文化小劇場 ０ ０ １３ 

スポーツセンター ０ ２ １２ 

文

化

施

設 

等 

コミュニティセンター ０ ４３ 181 

都市公園面積 
（1 人当たり公園面積） 

683ha 
(3.3m２) 

1,060ha 
(5.0m２) 

1,478ha 
(6.8ｍ２) 

地下鉄の整備 
（地下鉄の駅数) 

32.4ｋm 
（35 駅） 

60.2ｋm 
（61 駅） 

79.0ｋm 
（77 駅） 

道路延長 5,400ｋm 6,022ｋm 6,251ｋm 
（H14.4.1 現在） 

都

市

整

備 

下水道普及率(人口比) 66.9% 86.1% 97.４% 

市 内 の 人 口 ２０６万人 21４万人 218 万人 

市内の学区数 180 学区 252 学区 260 学区 

 

安全で快適な都市、活力や魅力のある都市をつくっていくためには、今後、

どのようなことが必要になるのでしょうか。 

２ 名古屋市の現状 

２



 
名古屋市では、｢安心・安全・環境・教育・産

業・魅力｣を重点課題として第 2 次実施計画を策定します。 
 
 
 

～現在の不安・将来の不安のない「安心」できるなごやに～ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ 名古屋市の課題 

 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

●少子高齢化の進展(名古屋市) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 歳未満の人口は減り、65 歳

以上の人口が増えています。 

将来にわたり不安のない｢安心できるなごや｣に 安 

心 

日本は、世界一の長寿国に

なりました。高齢者のパワ

ーは貴重な財産です。 

資料: 名古屋市統計年鑑 

３ 

資料: 総務省「世界の統計」

●各国の平均寿命(2001 年) 

各年 10 月 1 日現在 

●女性の労働力率(名古屋市) 
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働く女性が増えていますが、出

産・子育ての時期に、いったん

低くなっています。 
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資料: 名古屋市総務局調べ 



 
 
 

  

   

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

           

●新たな震度分布 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●防災訓練のようす 

 

 

 

 

 

 

 

                            ●水害時のボランティアのようす 

東海地震が起きると、震

度６弱の揺れに襲われる

可能性があります。 

 

大規模な災害発生時には、行政だけ

での対応には限界があります。訓練

へ参加するなどにより、地域の防災

力の向上を図る必要があります。 

地震、大雨など、もしものときも「安全ななごや」に安 

全 

４

 

災害発生時にはボランティア

の活動が大きな力となります。

 

名古屋



  

   

う 

 
 

 
 
 

●ごみ量の推移(名古屋市) 
 
              

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
●リサイクル活動のようす 

 

   
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

次   次世代の子どもたちのために｢環境先進都市なごや｣に環 

境

どうすれば、豊かな自然を次世代

に残すことができるでしょうか。 

「ごみ非常事態宣言」後、市民の努力によ

って、ごみ量は 4 分の 3 に、埋立量は半

分以下に減りました。今後は、資源を含め

た総排出量の削減が課題です。 

資料: 名古屋市緑政土木局調べ 

資料: 名古屋市環境局調べ 

●森づくりワークショップのようす 

５ 

平成 2 年と比較して、産業活動に伴う CO２

の排出量は減少しています。一方、空調や

自動車の利用の増大により、家庭・業務・

運輸に伴う CO２排出は増えています。 
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●二酸化炭素排出量(名古屋市) 
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●緑被率の推移(名古屋市) 

（27.4%） 

（29.8%） 

資料: 名古屋市環境局調べ 
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●５０メートル走(名古屋市) 

 昭和 57 年度 平成 14 年度

10 歳男子 ９．３秒 ９．５秒 

10 歳女子 ９．５秒 ９．７秒 

 
 
 
 

●不登校児童・生徒数の推移(名古屋市) 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
●トワイライトスクール 

 
 
 
 
 
 

｢新世紀にふさわしい人材をはぐくむなごや｣に 教 

学校施設を活用し、子どもたちの異学

年交流や地域の人々との世代間交流

などを図っています。 
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20 年前と比較して、体格

は良くなっていますが、

体力は低下しています。 
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資料: いずれも名古屋市教育委員会調べ 
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●なごやサイエンスパーク

多様な人材・資源をいかした｢元気ななごや｣に 

産・学・行政による研究開発のほ

か、ベンチャー企業支援など新産

業創出にも取り組んでいます。 
 

●事業所数・従業者数(名古屋市) 

高度成長期に、名古屋は工業都市か

ら、商業都市へと変化しました。 

そして最近は、多様なサービス業が比

重を高めています。 

●市内総生産に占める経済活動別割合 

産 

業 
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非営利の市民活動も、

活発化しています。 

資料: 名古屋市市民経済局調べ 

●NPO 法人数の推移(名古屋市) 
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資料: 名古屋市総務局調べ 

資料：名古屋市総務局調べ 

市内の事業所数、従業者数は、

ともに減少しています。 
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歴史･文化などを活用した｢魅力あるなごや｣に 魅 

力 

●本丸御殿の復元イメージ 

市内の観光施設の入場者の

うち、３人に２人が市外から

のお客様です。 

●市内の観光施設への訪問者の居住地(平成 13 年度) 

文 化 の み ち

●旧川上貞奴邸の復元イメージ 

●産業技術記念館 

●徳川園の整備イメージ 

８

●オアシス 21 

資料: 名古屋市市民経済局調べ 

35.9 46.8 17.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体平均

新しいランドマーク 

 

27.7

39.4

33.0

28.1

61.8

27.7

28.0

30.5

10.5

32.9

39.0

41 .4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

名古屋港水族館

名古屋城

テレビ塔

徳川美術館

市内 東海 その他

産業観光 

歴史、文化や新しいにぎわい･･･。 
名古屋の魅力を、市民だけで独り占

めするのは、もったいないと思いま

せんか？ 



 
 
 

 

名古屋市では、「誇りと愛着の持てるまち・名古屋」を実現するため、

これからの 3 年間の目標を定め、何をどのように実施するかについての

計画「名古屋新世紀計画 2010 第 2 次実施計画」を策定します。 

 

 

策定のスケジュール 

 

 

 

 

 

5～６月                冬 頃               平成 16 年春 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

４ 第 2 次実施計画の策定について 

９ 

 

アイデア・ご意見募集中！！ 

 
元気な名古屋・魅力ある名古屋づくりに向け、 

皆さまのアイデア、ご意見をお聞かせください。 

 

○手紙    〒460-8508(住所不要) 名古屋市総務局企画課あて  

○ホームページ  http://www.city.nagoya.jp/shinseiki/index.html 
○E メール    kikaku2010@somu.city.nagoya.lg.jp 
○ファクシミリ   (052)972-4418 

 

締め切り：平成 15 年 6 月 30 日（月） 
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この冊子は、再生紙(古紙配合率 100%)を使用しています。 

【お問い合わせ】 
 

名古屋市総務局企画部企画課 
電話：(052)972-2207 
FAX：(052)972-4418 

 
名古屋市財政局財政部財政課 

  電話：(052)972-2303 
  FAX：(052)972-4120 
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